令和元年度　第2回大阪府河川水辺の賑わいづくり審議会　議事要旨
日　時
：令和2年2月6日（木）15:00～16:40
場　所
：西大阪治水事務所1階会議室
出席者　：委員）橋爪会長・岡井委員・川池委員・武田委員・馬場委員・久末委員　計6名
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局　〕
（1）審議事項　水辺の賑わい創出事業者の事業評価について（区域名:「八軒家浜」）
（地下1階ついて）
○利用客の立場からすると、船に乗った後などには温かいものを食べたくなるので温かい料理のメニューを増やされてはどうか。
○利用客にはアクティブな人が多いので、アウトドア系のショップとのコラボグッズなど、川の駅はちけんやならではのおみやげを開発するのもよいと思う。
○フードダイバーシティへの対応は、日本食で工夫するのはどうか。外国人観光客は日本食を食べたいと思う。
○看板による案内は、古典的な手法だが世界の人々に通用する案内手段であり、防災への応用も可能。
○賑わいの量だけでなく種類が増えているのはすごくいいこと。2019年に多くの機関からの賑わい創出の提案があったようだが、そのきっかけとして考えられるプラットフォーム機能の強化につながる要因は？
●これまでイベントに協力してくれた人から「今度はイベントを主催したい」という提案をいただいたり、たまたま近くを歩いていた人から「ここでイベントをしたい」と提案をいただくなど、日ごろからのつながりが重要だと考える。（大阪水上安全協会）
○そのような日ごろからのつながりを引き続き育んでいただくとともに、新たなネットワークの形成も視野に入れた事業の展開をしていただきたい。
○今後の陸上交通の変化等も想定しながら、水陸交流拠点の創出に取り組んでいただきたい。
○利用者の満足度などの賑わいの質を魅力的なものにするという展開が重要。
○船着場を活用した防災について、行政の防災計画とのかかわりは。
●八軒家浜船着場は大阪府と大阪市の地域防災計画に防災船着場として位置づけられている。（西大阪治水事務所水都再生課）

○これまでの行政と連携した訓練等の取組みの実績は。
●大阪水上安全協会と大阪府、大阪市との間で防災協定を結んでいる。（大阪水上安全協会）
○協定に基づく防災訓練もぜひ実施していただきたい。
○2018年の台風の時には何か問題が発生したか。
●三大水門が効果を発揮したことにより、浸水被害はなかったが、風により遊歩道の桜が倒壊するなどの被害があった。（大阪水上安全協会）
○天満橋エリアとのつながりに向けてどのようなことに取組まれているか。
●イベントのチラシを共同で作成したり、飲食店と連携したクルーズの展開などに取り組んでいる。（大阪水上安全協会）
○「水上ネットワークの繋がりを活用した広域連携による水辺の情報発信を強化」について、具体的な取組みの内容は？
●八軒家浜から枚方までクルーズ船を動かし、淀川沿線の方と連携しながら淀川の魅力を発信するなど、地域と連携しながら水都大阪や淀川舟運の魅力を伝える取組みを想定している。（大阪水上安全協会）
○ぜひそのような取組みを広げてほしい。
○船着場を活用した水辺の防災訓練はすごくいい取組み。ぜひ地元の方が参加したくなるような魅力的な訓練を実施していただきたい。
○京都と大阪の水辺の観光地を結ぶような連携ができたら素晴らしい。
（1階について）
○天満橋、北浜、淀屋橋、肥後橋エリアは、関東の人にとっては馴染みやすく敷居が低いエリアのようである。万博後も、エリア間で連携することで新たな客層を開拓できる可能性がある。
○事業継続に問題があるという意見はなかったため、事業継続は妥当であると議決する。
○特に異論がないため、配布された答申文案を答申文書とする。

（２）報告事項　水都大阪ビジョンについて
○まだ開発拠点が残っている。すでに開発されたところの再整備も必要。そのようなハード整備のメッセージ性も込めてもいいのでは。特に水辺と陸地との連携での面的な事業ができるかどうかが重要。
○シンボルモニュメントのハード整備と併せて、わかりやすいフォトスポットを各賑わい拠点に設置するなどのソフトの取組みも有効だと考える。
○大阪城港について、船着場だけでなく、船着場と隣接する陸側を含めた一体的な整備が必要。
○中之島ゲートについては、舟運事業者等と意見交換しながら、府市連携で川と海の結節点を形にしてほしい。
(1)審議事項　水辺の賑わい創出事業者の事業評価について（区域名:「八軒家浜」）


・今回の審議をもって「八軒家浜での事業継続は妥当である」と答申する。


(2)報告事項　水都大阪ビジョンについて


・水都大阪コンソーシアムより、（仮称）水都大阪ビジョンについて報告を受けた。
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